20121125　1部礼拝
感謝するしかない(使徒4:12)
　私は幸い、あなたも幸い。今、告白しているように、その告白を持って感謝の生涯を送っていただきたいと願います。今日は特別に収穫感謝礼拝として、ともに神様に礼拝を捧げております。それなのに、なぜ聖書の箇所が使徒の働き4章12節なのか。ここは皆さんご存知のようにペテロが捕まえられて一言間違えると殺される、死刑になるという危機的な場面です。そこでペテロは死ぬことも恐れないではっきりと大勢の群集やパリサイ人、また宗教指導者たちの前で大胆にお話をしています。「世界中でイエス・キリストの御名の他に私たちに救われる名としてどのような名も与えられたことはありません。死んでも構いません」。私はこれが告白できるものだという確信と、それが自分のいのちより大事なものだという発見があったという裏返しではないでしょうか。ですから、普段から私がイエスさまを信じて、イエスさまのことをキリストと告白するようになった、逆にその告白のゆえに迫害され苦しめられているのは何と幸いなことなのかとそこまで感謝しています。これがクリスチャンの私たちの本物の感謝です。私たちが回復しないといけない感謝の内容です。ここからスタートしないといけません。いのちも惜しまずに、自分のいのちより尊い大事なものを私は与えられた、それが神から与えられている福音であり、キリスト・イエスです。そのことに目覚めたペテロの告白です。つまり、クリスチャンの真の感謝はこの世の人、この世のものでは止められない、すべてに打ち勝つことができる勇気を生み出すものです。これから残りの生涯、私たちにはいろいろなことが起こります。そういったことに負けないで、めげないで、また捕らわれないで、それを乗り越えて突き進んでいく本物の勇気をクリスチャンの皆さんは持って残りの生涯を歩いていただきたいと思います。その土台は何でしょう。そのパワーはどこから生まれるものでしょうか。感謝です。本当の感謝は人をものすごく謙虚な人にすると同時に、この世の人の手には負えられないほどの大胆で勇気あるものに変えられます。ほとんどのクリスチャンが自分自身に対しても、現場に遣わされているときに、こういったクリスチャンとしての信仰の勇気がなかなか見られません。その勇気さえ持っていれば現場は必ず変わるはずなのにという残念な思いを持って、私たちはこの感謝を回復しないといけない。そういう思いで今日の礼拝を捧げ、心の中にその感謝をしっかりと蓄えて帰っていただきたいと思います。残念ながら私たちはこのペテロと同じく福音を与えられている幸いな者なのに、今現在、そして、今まで本当にいのちも惜しまずにその感謝を持って生きてきたでしょうか。何が私たちのその感謝を奪っていくものでしょうか。私たちはついついこのイエス・キリストと出会って救われ古いものは過ぎ去って新しく変えられるときまで持っていた体質で、パターン通りに何かがあるたびに感謝を失ってしまいます。問題が起きますとその問題に捕らわれて感謝を失い、将来のことを考えると不安になって感謝の代わりに不安が私たちの心を支配するようになり、だれかに無視されると、だれかがかまってくれないとそれが寂しい思いになって感謝の代わりに寂しい思いがそこを埋めるようになります。私たちが世にいる間には本当はだれも何も奪い取ることのできない私たちクリスチャンの感謝なのに、ついついその感謝を失ってしまうことがあります。クリスチャンというのはある意味、大袈裟な何かがなくてもクリスチャンとしての感謝さえあれば他はすべてフリーパスになります。それほど感謝はすべてのすべてです。皆さん、本当に心から感謝して今を生きていらっしゃるのでしょうか。そうでなければ、その代わりに文句があるのでしょうか。つぶやきや不安や不平、心配、憎しみ、誤解、いらだちなどが皆さんの気持ちや心を埋めていらっしゃるのでしょうか。何が理由で、何のために私たちの心の中にその感謝がないのでしょうか。本来あるべき感謝が奪われているからです。よくもあらゆることにそれが奪われているということを覚えて、今日のペテロの姿を見ながらいのちが奪われることがあっても感謝を失うことはない、そういう感謝を回復してください。もし皆さんがそのような感謝の主人公であれば、皆さん自分自身もそうだし、皆さんの周りはもっと明るくなっていくのではないでしょうか。皆さんは現場の主人公であり、今の時代の主役です。自分でよく分かっていないだけです。そういう意味でぜひ感謝を回復するようにしましょう。真の勇気を生み出すことのできる感謝、何かがあるたびに奪われる感謝ではなく、それはどのような感謝でしょうか。世の中の人は真似ができない感謝です。クリスチャンの感謝は本当は何があっても、通帳の残高がマイナスになったとしても奪われることのできない、失うことのできない感謝です。そのような感謝の持ち主、主人公になっていただきたいと思います。どのような感謝でしょうか。ペテロは何を感謝していたのでしょうか。もう殺されるかもしれないのに。いのちが助かったから感謝する。それももちろん感謝でしょう。ものすごく精神的に病んでいた者が治った、それも感謝でしょう。癌にかかっていたのに、ある日、その癌が無くなって誤診だと言われるほど体調が良くなりました。それももちろん感謝でしょう。でも、聞いてみましょう。もしそうでなければ感謝しないつもりでしょうか。それでは人生の勝利は期待できません。何かがあるたびにそれにぶつかって倒れるしかありません。心配に倒れ、不安に倒れ、つぶやきに倒れ、文句に倒れ、人生の時間は限られているものなのに、一回限りの人生なのにそのたびそのたびこのものに、あのものにつぶれて倒れて時間を浪費し費やしていくと言うのは何と残念でしょうか。クリスチャンなのに。
　今日からクリスチャンである皆さんは何があっても奪われることのない感謝を回復してずっと持ち続けていただきたいと願います。何があっても感謝することができるクリスチャンになっていただきたいと思います。そうすればよいでしょうか。ペテロは何が感謝だったのでしょうか。ペテロはまず地球の中で一番先に、第1号として「主は生ける神の御子キリストです」と告白した者です。つまり、イエスさまのことを「キリスト、メシヤです」と告白することができたことを感謝していました。その感謝はいのちが奪われても失うことのない感謝です。皆さんは何に感謝しているのでしょうか。他にいろいろなことがあってもそれによって私の感謝のこの気持ちが奪われることができないほど、イエスさまのことをキリストとして告白しているということは大きいことなのです。聖書は旧約聖書と新約聖書とそのあとの話というように作られているものです。旧約は歴史のお話です。主に神様に選ばれていたと言われているイスラエルの歴史です。なぜ選民、神に選ばれていたイスラエルの歴史が聖書になって記録され、今私たちに伝わって読まされているのでしょうか。旧約の話はどのような話でしょうか。短くまとめて申し上げると、王様が立てられても、預言者が立てられていても、祭司が何回も何回も交代しながら立てられていても人は変わらない、人の問題、人生の問題は解決しない、その答えにはならないというお話です。ときには神様がむちを持って捕虜にしてしまったり戦争が起きたり周りの国々から侵略され奪われてしまったり、そういうむちを与えたこともあります。「しっかりわかりなさい」ということで神様がむちを与えていてもイスラエルは悟ることができない、救われることができない、神様に立ち返ることはできない、人生の問題は一向に改善しないという証明です。神様は神様の愛を持ってアブラハムも立て、モーセも立て、ダビデも立て、サムエルも立てていろいろなことをなさいました。素晴らしい奇跡も見せました。紅海を分ける奇跡を神様は現しました。ときにはマナを与えられて、とにかく人が想像できる様々な奇跡をすべて現したにもかかわらずだめだったというのが旧約の結論です。それほど人の罪やアダムとエバによって神様に犯してしまった罪、悪魔にだまされてその罠に引っかかって悪魔のしわざに捕らわれるようになった人の運命というものは簡単なものではなかったということです。もっとわかりやすく申し上げると旧約の聖書は今、地球が半分に割れても人はだめなのだ。何があってもだめだということです。皆さんに関して申し上げると、皆さんが今まで人生を歩いてきて皆さんなりに良い思い、悪い思いで努力してあらゆる工夫をしてきたと思います。あらゆることを頑張ってきたと思います。そういうことではだめだという話です。今、地球上で様々なことが起きていて、いろいろな工夫がなされています。それがいらないという意味ではありません。必要なことではありますが何がどう変わろうが、どれほど発展して何がどのように進んで行ったとしても人生は変わりません。人の問題は一個も改善しません。民主党になるか自民党になるか第三極になるかわかりません。オバマが再選されて中国の政権が変わりました。12月に韓国では選挙があります。またアラブ諸国はあらゆることが起きていて大変なことがあります。右に転ぶか左に転ぶかわかりませんが、地球上何がどう起きてどっちに転んでも地球は希望がない、これがメッセージです。これが歴史です。神様は神に選ばれた民を神様ご自身で、新郎が新婦を引っ張るかのように愛を持って引っ張ったにもかかわらずだめだったのです。神様はわしの翼にしっかり乗せ安全なところに避難させ守ってあげた、それが歴史のまとめです。それにもかかわらずイスラエルは悔い改めないし、神様に立ち返ることはありません。問題は一個も改善しませんでした。しかも彼らは神様に選ばれた選民と言われている者なのに、それ以外の民族の人は言うまでもないではないでしょうか。地球は希望がありません。滅びる運命に捕らわれて希望がありません。個人的にも社会的にも歴史的にも希望がありません。クリスチャンとはそれにアーメンとうなずいた者のことです。皆さんに何のこだわりがあるのでしょうか。何を頼りにしていたでしょうか。何を頑固にとらえて主張していらっしゃるのでしょうか。それが立派なのか必要なのか、今ある程度通じるかどうかわかりません。人の本当の問題の前ではすべてが無力であり一個も通じない、それが神様が私たちに語りたいことです。それが皆さんの心に伝わらないといけません。旧約聖書はマラキ書で終わりますが、マラキ書の最後で希望を持って終わればよいのにすべてがだめだと書かれており、それ以来400年くらい暗黒の時代がずっと流れるようになりました。それから、2000年前の今で言いますと12月24日、真っ暗な夜に大きな星が現れることによって、その真っ暗と言うのは旧約の結論です。地球の結論です。皆さん、一人一人の結論であり、皆さんの家系の結論です。日本、アメリカ、この宇宙の結論です。真っ黒で希望がありません。何をしてもどこに行っても。こうすればいいでしょうか。ああすればいいでしょうか。すべてあきらめないといけません。民族の違い、人格の違い、肌色の違いなど一切、意味のない、通じない結論です。これが地球です。これがアダムとエバが罪を犯して神に背いて神から離れてしまった結果です。それがどれほど恐ろしい問題なのかご存知でしょうか。それを今聖書は私たちに語っています。そこで大きな星が現れて希望は一つしかありません。神様が最初から約束された女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く。つまり、旧約の言葉ではメシヤ、新約の言葉ではキリスト、キリストが来られることによって蛇の頭を踏み砕いて、そして、私たち希望の無い人類のために尊いご自分のいのちを犠牲にすること、それ以外には希望がない、つまり、キリストが来られないといけません。皆さん、ただ「キリスト、素晴らしい方ですね」。キリストはそれくらいではありません。旧約の結論というものは空が半分になって地球が半分に割れても希望はない、それですべてが全部、絶望しあきらめて一つしか残りません。キリスト。すべてのフォーカスが一個に集められます。本当に人生が何かわかっていれば一個に集められます。キリストしか意味もないし希望もないし道もないし何もありません。皆さんが皆さんの子どもをどれほど心に抱いて愛したとしても、その愛は必要でしょうが子どもの人生の答えでもないし解決にも何にもなりません。よく覚えていてください。それで真っ暗の中に大きな星が現れたように全人類が、一人一人が、地球のすべての生物が、宇宙全部がキリスト、一点に絞ってそこにフォーカスに合わせてそればかりを待つようになる、それ以外には意味がないので。そのようなことが旧約の結論です。そのキリストが来られたのに、それが「あっ来ましたか」でしょうか。そのキリストに従うこと、キリストの方に行くことに邪魔になることは世に存在しません。存在できません。今までそれだけ待っていて、それしか希望がなく、本当にそうであれば。聖書にはキリストの前に行くときにあなたのお父さん、あなたの妻、子ども、財産、全部を憎みなさいとおっしゃった意味はそういう意味です。キリストが来たのに「畑を買ったので今仕事が忙しくてちょっと行けません」と言えるものなのかということです。あなたのいのちが惜しくて、命の問題で心配になっているからキリストに行くことを躊躇したりするのはキリストを理解していません。キリストしか希望は残っていません。それならば畑の仕事が何であれ、結婚して今、間もないのか、家族の問題がどうなのか、ある意味一切関係なくキリストの方に行くしかありません。それがキリストです。それが聖書が言っているキリストです。新約聖書、マタイの福音書からヨハネの福音書まで見ると全部そのような話です。パリサイ人はいろいろな口実があってキリストの方に行きません。しかし、人間的に一番下っ端をくぐっていた人達は「そうです。あなたしかいません。私の過去がどうであれ、周りから何と言われようが、身分がどうなのか関係なく、とにかく理由がありません。キリストが来たのだからキリストに行くこと以外に地球に理由はありません」と言いました。それで、パリサイ人に向かってあなたがたは悪者だとおっしゃっているのです。本当にキリストを待っているのか。キリストしか本当に希望はないのか。わたしについてくるためには十字架を背負ってついて来なさいとおっしゃいました。そこにそのような意味が全部あります。よく知らない人はなぜキリストが憎みなさいというお話をしているのだろうと言います。わたしが平和を与えるために来たと思うのか。家庭に戦争を与えるために火を起こすために来たというお話をしていらっしゃいます。もし、キリストの方に行くことに家族が邪魔であれば邪魔になることはできない、捨てることもできる、それがキリストです。誤解はしないでよく聞いていてください。しかし、そのキリストが来たにもかかわらず、ヨハネの福音書には人は受け入れようとしていなかったと書いてあります。その中で私たちが宇宙の唯一の希望キリスト、そのキリストと出会うようになりました。新約聖書はそのキリストが来たのですがそのキリストがイエスですというお話です。イエスがキリストです。だから、イエスさまを信じること、イエスをキリストと告白すること、これより大きなこと、これより重要なテーマは宇宙に存在しません。どこかの大きなビルが爆破されるか倒れるか安全なのかより、イエスを信じるか信じないかが重要なテーマです。偉い多くの人がイエスさまのことを拒否している中で、私たちが神様の恵みによってそのイエスさまと出会ってイエスさまのことを「キリストです。あなたしか私の人生の希望はありません」と告白するようになったということがどういうことなのか、どれほどすごいことなのか、どれほど大きなことなのかよく考えてみてください。私がイエスさまのことをキリストと告白するようになった、これより大きな奇跡はないのではないでしょうか。そういう意味での感謝です。この感謝を持っている人は、今まで心からの感謝を奪い取っていた様々なこと、それにひっかからないで常に感謝するようになります。奪われない感謝。クリスチャンの感謝は失うことのない、奪われることのない感謝です。この感謝の主人公になっていただきたいと思います。それで実際告白していたペテロはよく分かっていなかったでしょうが、マタイの福音書16章16節を見るとペテロが「あなたは生ける神の御子キリストです」と告白していたときに、イエスさまは驚いてびっくりして「バルヨナ、シモン。あなたは幸いです。これをあなたにはっきりわからせたのは人ではなく天にらっしゃる父なる神様によってあなたは悟るようになりました。あなたを岩のようにしてこの岩の上にわたしの教会を建てようではないか。あなたに天の御国の鍵をあげようでないか。ハデスの門もあなたに打ち勝つことができない」と最高のほめ言葉、最高の祝福の言葉を述べられました。なぜでしょうか。それが最高の奇跡だからです。何ものにも比べることができません。どうして私のようなものがイエスさまをキリストだと告白することができたのだろうか。他はどうでもよいと言うくらいすごいことなのです。地球のテーマはイエスさまを信じることです。悪魔のテーマはどうしたらイエスさまが目をそらすことができるか、それしかありません。皆さんが知っているか知らないか関係なく、イエスさまのことをキリストと告白したその瞬間、天にある霊的なすべての祝福が皆さんのものになり、それから、皆さんは聖霊をとおして神様ご自身が皆さんの中に入ってともにおられる存在に変えられました。しかも永遠に離れることはありません。これがイエスさまをキリストと告白することです。今目の前に何かの問題があって、目の前に何かが解けていないからといって、この告白の意味と感謝を失っていてはいけません。

この感謝を持っていると、結論で申し上げますが皆さんが心配して文句を言ってつぶやいて恨みを持っていたそのすべてが感謝に変わります。そのすべてが感謝なことなのです。この根本的な感謝を失っているので何もかも全部が問題なのです。皆さんはこの感謝を忘れずに本当に心の中に秘密として蓄えて人生を生きていけばよいのです。昔、初代教会の場合はものすごい迫害があったのにもかかわらず、信徒同士、秘密に集まったときには必ず、聖餐式を行っていました。今ものすごい危機であり険しい状況でしょう。いつ命が奪われるかもしれません。もうすでに家族や財産は奪われている状態です。でも、そういうことと関係なく集まるたびに聖餐をとおして「私たちはイエスさまをキリストとして告白している神の民です」とお互い確認しあいながら、そのことに感謝していました。それが彼らの秘密です。だれも奪うことができません。ローマの奴隷になってしまいました。一人一人が。奴隷は人間扱いされません。それにもかかわらず、それらにめげないで心の中には光り輝く福音の秘密を持っていました。それだけでも伝道です。「私は違う。今奴隷として人間扱いされてなくても私には秘密がある。イエスがキリストだと告白している者だ」。信徒同士で集まったとき、みなさんがそのような秘密を心に持って生活していればそれだけでも十分、現場を変えることができます。そういう意識がありません。同じだと思っています。また肉体的、環境的な面がどう変わるかによってすべて一緒に流されてしまいます。そういうこととは関係なく「私は違う。私は天国をもつ者」なのです。それを言うか言わないかは別にして。
それと、初代教会のときはそのような状態だったので、それより大きなことはありませんでした。いのちが奪われることより、私が信仰を持っていることが大きかったのです。そして、迫害の状態だったので町に出たり、人が大勢いるところでは魚の絵を描いたのです。サインでした。これが「主は生ける神の御子キリストです」という告白のイニシャルを取ると魚と言う文字になるようです。そういう状況の中で魚を描いて通じる者は、同じ告白ができている者だと、知らない者同士の中ではこっそりと人の目を避けて抱き合って泣いて「頑張りなさい。私たちはクリスチャンです。死んでもこの信仰は守りとおさないといけない」と励ましあい。またいつ会えるかわからないまま別れていたりしていました。この告白が、この信仰が何より大事なものなので、そういうものをいただいていることに対して感謝していました。今私たちに必要な感謝はこの感謝です。この感謝があるものはこのイエスさまをキリストとしてお証しできること、お証しできる者だということに対して感謝するようになるでしょう。だれがお証しができるのでしょうか。政治がどう変わろうが、教育がどれほど発展しようがそれは人の問題の何の答えにもなりません。それなのに唯一、皆さんが秘密に心に持っているこの福音、イエスがキリストですという告白、これをお証しすると、これを宣べ伝えることによって人の人生は変わります。その主人公であるということ、これに感謝する、これが感謝です。「私のようなものがイエスがキリストであることをお証しできるなんてなんと感謝でしょうか」。つまり、宇宙の中で地球の中で一番尊い、唯一な仕事ができる、唯一人助けができる存在だということに感謝します。ペテロはそういう感謝でした。大勢の前で「よし、チャンスが来た」と。いのちが奪われるかもしれません。でも、世界中でイエス・キリストの他に救われる名としてどのような名も与えられていません。イエスだけがキリストです。それを語ることができることを感謝していました。皆さんの心に持っている福音を心から感謝して、それをお証ししようという心を持っていてください。それを負担ではなくて感謝しながら。なんと素晴らしい、すごい職務が私に任せられているのかと言う思いで。思うだけでも変わります。何が感謝で逆に何がそんなに不満でしょうか。今この世の姿、現場の姿はニコデモのようにすべてを備えているにもかかわらず、隠れて霊的な問題を患い崩れていく人ばかりです。彼らを見て何が必要でしょうか。お金、名誉、知識があるにもかかわらず、霊的問題を抱えてどうしようもありません。福音がないから。イエスがキリストであることをわかっていないから。それを教えることができるのは皆さんしかいません。その立場に立たされていることはなんと感謝なことでしょうか。あるいはサマリヤの女の人のように家庭が崩壊されて人間関係に問題が生じ閉じこもっている人が何と多いのでしょうか。なぜでしょうか。真の神様に会っていないから。そのような人々が真の神様に会える道はイエス・キリスト、福音しかありません。そういうかわいそうなサマリヤの女のような人を助ける人は皆さんしかいません。福音をお証しすることによって。旦那さんを5回もチェンジしましたが解決にはなりません。福音がないとだめです。あるいはベテスダの池の周りで38年間病気を患い、迷信に頼りつぶやきばかりし、病気を患い心も肉体も病を抱えて病んでいる人たちが私たちの周りにはなんと多いのでしょうか。また、余計なことばかり求めています。余計なことばかり頼りにしています。福音がないから。そういう人たちを見て皆さんの心の中で輝いて感謝している、イエスがキリストですという告白、これが答えです。それしかありません。

つまり、これからクリスチャンの私たちは何をしようが関係なくメインジョブは、イエスがキリストですとお証しすることです。学生は勉強している人ではなくてその勉強を用いて、あるいは勉強をとおして、あるいは勉強しながらイエスがキリストですとお証しする職業の人です。会社員、事業をやっている方々も覚えていてください。会社の仕事を一生懸命やる会社員ではありません。会社の仕事を用いられて、あるいはその仕事をとおして、あるいは仕事をしながら私たちのメインジョブはイエスがキリストですとお証しすることです。いつになるかその機会を狙いつつ一生懸命仕事をすることです。イエスがキリストですと。地域に住んでいる方々は近所づきあいをするわけではありません。近所づきあいを用いられて、近所づきあいをとおして、近所づきあいをしながら私たちのメインジョブはイエスがキリストですとお証しすることです。なぜ近所づきあいがあるかというと機会を狙ってイエスがキリストですとお証しするために存在します。クリスチャンのほとんどがこれに対しての感謝がないからメインジョブが変わっていません。いろいろな文化の才能、芸術の才能を持っている方々は、それを演奏するのが目的ではありません。世界に認められるアーティストになったとしてもそれは神様とは何の関係もありません。演奏を用いられて、演奏をとおして、演奏をしながらイエスがキリストですとお証しするために、その演奏というものは存在します。そうでなければ、イエスさまの表現によりますと悪い演奏、悪い楽器と表現されます。感謝してください。演奏していること、仕事をしていることを感謝しないで、結婚したことなど感謝しないで「神様。それをとおして、それを用いられて、それをしながら、イエスがキリストですとお証しできることを感謝します」。メインジョブを変えてください。地球はそのために存在するから、地球とぴったり合うことによって地球で成功するようになるでしょう。本当に頭の賢い人は早くその地球と合わせられると思いますが、クリスチャンでありながらも頑固に「でも私の仕事は仕事。信仰は信仰」それで成功できるのでしょうか。頭悪いのではないでしょうか。1プラス１は2でしょう。それより簡単なことです。パウロは言いました。ローマの手紙10章13節から15節を見ると、この福音を伝える人がいないとだれが聞くでしょうか。聞かない限りはどうやって信じることができるでしょうか。だから、このいのちの福音、唯一の答え、宇宙のフォーカスがキリストに全部集められるそのキリストを宣べ伝えるその足はなんと美しいのでしょうかとほめています。それが美しい人生です。皆さんが嘘をつかないで一生懸命まじめに頑張っているとそれが美しい人生だとは聖書は一つも言いません。皆さんの人生のすべてが福音宣教に全部方向があったときに美しい、かっこいい、かわいい、きれいだなと言われます。皆さん自分自身も。この感謝なしでどんなに厚い化粧をしていても美しいとは言われません。無駄な努力は止めてください。少なくともクリスチャンは今申し上げました二つのことに対して感謝しないといけません。この感謝は何があっても奪われない感謝です。永遠の約束ですから。そして、このことのために私たちはこの時代の、現場の主人公です。本当に主人公です。また主人公としての証拠が必ず、見られるようになります。このことのために聖霊充満の約束があり、神様の歴史を動かす、人を動かす、経済を動かす、文化を動かす、すべての祝福がそこにかかっているし、備えられています。まず神の国と義を求めなさい。そうすれば、それらすべては加えて与えられる。皆さんが今も悩んで心配し気にしているすべてを何も心配しなくても加えて与えられる人生になります。それがかっこいい人生ではないでしょうか。今日何を食べるか、明日何を着るか、そういうことばかり心配すること、それは格好よくありません。これに感謝してください。私が人を生かすことができる唯一の答え、イエスがキリストですとお証しできるなんてなんと感謝なのかと。そういう人生を歩きながらいろいろなことがあるでしょうが、希望を失わないでいつも感謝と賛美とともに人生終わるそのときには、天国に迎えいれられるようにもうすでに保障されています。つまり、私たちは保障されている人生です。それが感謝です。だから、ゴールまですべてが結局は益となるようになるし、よいことです。だから、感謝です。保証されているから、天の御国の国籍が与えられていて、私たちの中には聖霊をもって証印が押されている、消すことができません。エペソ2章6節を見ると、イエス・キリストが天の御座に座っていらっしゃったときに私たちもともにそこにいると過去形で書いてあります。確実に天国に迎え入れられるように保証されていること、これが感謝です。つまり、いつも申しあげているように私たちの人生はこれから何がどう展開されようがハッピーエンディングというのが決まっています。台本が決まっています。だから、希望の内に歩んでいきます。だまされないように。ハッピーエンディングのことをいつも覚えて感謝して、だから、今のことも悪いことではありません。
今申し上げました少なくとも3つのことを奪われない感謝として、皆さんの心に抱いて感謝するようになれば、今まで不平、不満、心配、つぶやいていた、文句言っていたすべてが感謝に変わります。そこにある感謝を見つけ出すことができるようになります。天国が保証されていて皆さんが地上にいる間には皆さんのいらっしゃるところにその天の御国が目に見える形で現れる主人公として保証されています。覚えていてください。これを収穫感謝礼拝のときだけでなく、もしこの感謝がクリスチャンの感謝、奪われない感謝であれば常に感謝すると同時に、何があっても、どんな場面でもスタートをこの奪われることのできないクリスチャンだけの感謝でスタートを切るように心がけていただきたいと思います。家族のだれかが急に事故に遭いました。そのときでもこの感謝でスタートをしてください。そうでないとこんがらがってしまいます。そうでないとまた違う何かに捕らわれるようになります。歯を食いしばってでも。もちろん、特別なことが無くても普段からこの感謝を持ってスタートするように工夫して心がけていただきたいと思います。それでこの感謝をもって皆さんが実際的に不平、不安、文句、心配していたネタなどをよく吟味してそこから感謝を見つけるようにしてみてください。必ず、感謝なのです。ダビデは死の陰の谷を歩きながらもこれこそ義の道と導かれるようになりました。ある意味、単純に申し上げると、今申し上げました3つの感謝、この感謝を確実に告白してもらうためのことかもしれません。これに確実に固まるためのものかもしれません。「それでもあなたはイエスはキリストなのか。感謝できるか」と問いかけられているのかもしれません。とにかく、すべての今の不平不満、文句、つぶやきなど、人に対しても環境に対しても教会に対しても何に対しても自分自身に対しても吟味しながらそれを感謝に変える1週間にしていただきたいと思います。そうしないと皆さんの人生の方向がイエスの証人としての方向に修正にできません。言葉では「世界の福音。イエス」と言いながらも何か引っかかっているのです。何がどうあっても私はいきます。逆にすべてがこのための意味ある者ですという揺れない結論を持って決断するように、人生の方向を世界の福音化、イエスの証人として方向を修正するようにしてください。感謝が無ければこの習性は理論です。前にも申し上げました。ある工業団地の福音化のためにそこで働いていた姉妹の一人が本当に恵まれて、「この広大な工業団地のかわいそうな工員のたましいを助けるために、私はこれからフルタイムですべてを捧げて伝道します」と伝道師さんとその告白をして祈って別れたその夜に涙声で電話がかけてきました。「どうしたの」と聞いたら「泥棒が入りました」と答えました。一瞬、伝道師さんは不安がよぎって走って姉妹の家に行ってみるとむちゃくちゃになっていて、泥棒が物を盗んだだけではなくて、まだ男性も知らない女性でしかも神様に衝動的ではありません。本当に心から人生を捧げて伝道しますと決断したその日の夜、体を奪われてレイプされました。伝道師さんがどのようにお話すればよいか、伝道師さん自体も戸惑っていて「あなたがもうやりたいことをやればいいよ」としか言えませんでした。女性はショックだったでしょう。彼女にとって命より大事かもしれません。最近は、そんな風土ではありません。皆がバージンを早く奪われるのが自慢みたいに言っているのですが、そういう意味だと思います。涙を流しながら彼女は言いました。「伝道師さん。それでも私はやります。レイプされたことが私が伝道のために生きることを邪魔できません。これをだれも奪うことはできません。私はこのために生きます。このために生まれて存在するものです」と。これは特別な人の告白ではなくてクリスチャン全員に与えられている特権です。まず感謝してください。そして、皆さんの人生がイエスの証人として修正されない限りは地球と皆さんは合いません。だから、人生、クリスチャンなのにぐちゃぐちゃ音がするようになります。何が大事でしょう。何が忙しくて福音宣教に修正できないのでしょう。思うだけで良いです。「神様。今日も1日仕事のために行きます。この仕事を用いて、とおして、しながら私の本業はイエスがキリストであることをお証しすることです」と思うだけで良いです。会社のまわりの人間がこの私の告白をわかっていないのであらゆる形で全員滅びています。それが目に見えないのでしょうか。見ていてください。皆さんがどれほどすごい存在なのかわかるようになります。
このように修正することによって、もう固まっているからそれ以外には祈ることがないから、祈りに専念するようになります。そのときに集中と言う言葉が理解できるようになります。もう結論が出ましたので。癌にかかると伝道できないのでしょうか。癌にかかったことと私がイエスの証人として生きることと全然関係ありません。永遠なるだれも動かすことのできない特権であり祝福であり私たちの生きる理由です。その理由がないと本当はこの世に存在する理由はありません。天国に行くべきです。でも、まだまだそういう決心がついていないのになぜ死なないで生きているのかと言うと、神様が我慢して待っていらっしゃるのです。いつか修正するだろうと。それが感謝です。皆さんに辛いこと、いろいろなことがあったかもしれません。それは皆さんを伝道者として整えるために神様が心痛めながら許されたことです。それなのに修正しないで神様の心が痛むだけでなんとバランスのおかしい話でしょうか。収穫感謝礼拝をとおして、だれにも何ものにも奪われない感謝の主人公として感謝の人生を今日から送っていただきたいと思います。そうすると皆さんの後ろからは世の人が見ると必ず、見えます。オーラが見えてくるようになります。「何かわからないけれど違うな」と必ず、聞かれるようになります。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































愛する天の父なる神様。感謝のない、渇いている人生の中でイエス・キリストと出会って私たちは奪われることのない感謝を回復して、感謝しつつ、また感謝をもっていつもスタートできる、そして、結論がいつも福音宣教、イエスの証人となるクリスチャンになるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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